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とこ さかず キ- ま 

新婦が、 床 杯 をな さんと て、 座敷より 休息の 室に 

開きけ る 時、 介 添の 婦人 はふと その 顔 を 見て 驚きぬ。 

めんぼう たお 

面貌 ほとんど 生色な く、 今にも 僵 れんず ばかりなる 

が、 ものに 激した る 状なる にぞ、 介 添 は 心許なげ に、 

つ い 居て 着換を 捧げながら、 

「もし、 御 気分で もお 悪い のじ や ございま せんか。」 

と 声を密 めて そと 問いぬ。 

新婦 は 凄 冷なる 瞳 を 転じて、 介 添 を 顧みつ。 

「5 



とば かり 簡単に 言 捨て たるま ま、 身 さえ 眼 を さえ 動 

かさで、 一 心た だ 思う こと ある その 一 方 を 見詰めつつ 

衣を換 うる も、 帯を緊 むる も、 衣紋 を 直す も、 棲 を 揃 

うる も、 皆 他の 手に 打 任せつ。 

尋常なら ぬ 新婦の 気色 を 危 みたる 介 添の、 何 か は 

知らず おどおどしながら、 

「こちらへ。」 

と S ザつ に 任せ、 渠は 少しも 躊躇わで、 静々 と 歩を廊 

下に 運びて、 やがて 寝室に 伴われぬ。 

床に は ハヤ 良人 ありて、 新婦の 来る を 待ち おれり。 

渠は名 を 近 藤 重隆と 謂う 陸軍の 尉官な り。 式 は 別に 謂 



呼ばる るに 応えて、 

「はい。」 

とのみ。 渠は 判然と ものいえり。 

尉官 は 太く 苛立つ 胸 を、 強いて 落着け たらん ごとき、 

沈める、 力 ある 音調 もて、 

おまえ き 

「汝、 よく 娶 たな。」 

お 通 は 少しも 口籠らで、 

「どうも 仕方が) j ざ いません。」 

尉官 はしば らく 黙し ける が、 やや その 声 を 高う せり。 

「おい、 謙三郎 はどうした。」 

「息災で 居ります。」 



二度三度 繰返して、 尉官 は 容を更 めたり。 

「通、 吾 は 良人 だ ぞ。」 

お 通 は 聞きて 両手 を 支えぬ。 

「はい、 貴下の 妻で ございます。」 

その 時 尉官 は 傲然と して 俯向ける お 通を瞰 下し つ つ、 

「吾の いう ことに は、 汝、 きっと 従う であろうな。」 

此方 は 頭 を 低れ たるま ま、 

「いえ、 お従わせ なさらなければ ^ 可ません。」 

尉官 は 眉 を 動かしぬ。 

「ふむ。 しかし 通、 吾 を 良人と した 以上 は、 汝、 妻た 

る 節操 は 守ろう な。」 



き つ 

お 通 は 屹と面 を 上げつ、 

「いいえ、 出来さえ すれば 破ります。」 

尉官 は 怒気 心頭 を衝 きて 烈火の) J とく、 

「何 だ！」 

とその 言 を 再びせ しめつ。 お 通 は 怯めず、 臆する 色 

なく、 

「はい。 私に、 私に、 節操 を 守らねば なりません とい 

う、 そんな、 義理 は ございま せんから、 出来さえ すれ 

ば 破ります！」 

おそれげ え み 

恐 気 もな く 言 放てる、 片頰に 微笑 を 含みたり。 

尉官 は 直ちに 頷きぬ。 胸中 予 め この 算ぁリ けむ、 



うは 行かね え。 素直に こっちへ ござれ ッ ていに。」 

お 通 は 肩 を 動かしぬ。 

「お前、 主人 を どうす るんだ え。 ちっと 出過ぎ やしな 

いかね。」 

へ ちま おれ 

「主人 も 糸瓜 も ある もの か、 吾 は、 何でも 重隆 様の い 

いっけ 通りに きっと 勤めり やそれ で！^ いの だ。 お前 様 

が 何と 謂った つて 耳に も 入れる もの じ やねえ。」 

「邪険 も 大抵に する もの だよ。 お前 あんまり じ やない 

かね。」 

つや や 

とお 通 は 黒く 艷 かな 瞳 を も つ て老 夫の 顔 を じろ リ 

と 見たり。 伝 内 はビク ともせず、 



-っ キー 

の、 憂に やせた る 身 を もって、 いかで 健 腕に 敵し 得べ 

さ。 

手 もな く 奥に 引立てられて、 そのまま そこに 押 据え 

られつ。 

おやじ 

たといい かなる 手段 にても 到底 この 老夫 をして 我に 

忠 ならしむ る ことの あたわざる をお 通 は 断 じつ。 激昂 

の 反動 は 太く 渠 をして 落胆せ しめて、 お 通 は 張 もな く 

くずお 

崩 折れつつ、 といき をつ きて、 悲しげに、 

「老 おや、 世話を焼か すねえ。 堪忍して おくれ、 よう、 

老夫 や。」 

ひじ ねたお 

と 身 を 持 余せる かの ごとく、 肱 を 枕に 寝僵れ たる、 



身体 は 綿と ぞ 思われけ る。 

伝 内 はこの 一 言 を 聞く と 斉しく、 窪める 両眼に 涙 を 

浮べ、 一座 退り て 手 を こまぬ き、 拳 を 握りて ものいわ 

ず。 鐘声 遠く 夜 は 更けたり。 万籟 天地 声な き 時、 門の 

戸 を 幽 に 叩きて、 

「通ら やん、 通ち やん。」 

と 二 声 呼ぶ。 

はじき 

お 通 は その 声 を 聞く や 否や、 弾械の ごとく 飛 起きて、 

き つ 

吃と 片膝 を 立てたり しが、 伝 内の 眼に 遮られて、 答う 

え 

る ， ，- と を 得せ ざり き。 

戸外に て は 言 途絶え、 内 を 窺 う 気勢な りしが、 



「ええ、 た、 た、 たまらね えた まらね え、 一 か 八 か だ- 

逢わせて やれ。」 

とがたり と大 戸引 開けた る、 トタンに 犬 あり、 颯と 

退きつ。 

懸寄 るお 通 を 伝 内 は 身 を もて 謙 三郎に へだてつつ、 

謙 三郎の よろめきながら 内に 入らん と あせる を 遮り、 

「うん や、 そう 〔# 「そう」 は 底本で は 「さう 匕 やすやす 

と は.^ れね えだ。 旦那 様の いいつけで 三 原 伝 内が 番す 

うち また たつ 

る 間 は、 敷居 も 跨がす こっち や あねえ。 断て 入るなら 

おれ 

吾 を 殺せ。 さあ、 すっぱりと えぐらつ しゃい。 ええ、 

ぐ ず めえ さまが た つめ 

何 を 愚図々々、 もうお 前康 方の ように 思い 詰り や、 こ 



れ、 人 一人 殺されね えこと あねえ ii だ。 五 口、 は あ、 自 

分で 腹 あ 突い ちゃ あ、 旦那 様に 済まね えだ。 済まね え 

だから、 死なね えだ、 死なね えう ち は 邪魔 ァ する だ。 

おやじ 

この 邪魔物 を 殺さつ しゃい、 七十になる 老夫 だ。 殺し 

惜 くもね えで ないか。 さあ、 やらつ しゃい。 ええ！ 

らち 

埒の あかぬ。」 

のけ ざま のどぼとけ 

と 両手に 襟 を 押 開けて、 仰様に 咽喉 仏 を 示した る を、 

謙三郎 はまた たき もせで、 ややし ばらく 噴めた るが、 

いっせん やみ 

銃剣 一 閃し、 暗 を 切って、 

「許せ！」 

のん ど しらは 

という 声 もろとも、 咽喉に 白刃 を剌 されし まま、 伝 



うきお リ はなもう せん 

を 浮 織に せる、 花 毛氈 を もってして、 いと 華々 しく 敷 

詰めたり。 

床なる 花瓶の 花 も 萎まず、 西 向の 欞 子の 下な りし 机 

すず リ ふた ちリ ざ ぷ と ん 

の 上も片 づきて、 硯の 蓋に 塵 もお かず、 座蒲団 を 前に 

敷き、 傍 なる 桐 火桶に 烏金 の 火箸 を 添えて、 と 見れ 

ばな かに 炭火 も！^ けつ。 

紫たん の 角の 茶盆の 上に は 幾 個の 茶碗 を 俯伏せて、 

菓子 を 装り たる 皿 を も 置け り。 

机の 上に は 一葉の、 謙 三郎の 写真 を 祭り、 あたりの 

襖を閉 切り たれば、 さらで も 秋の 暮な るに、 一室 森と 

ほの あかるく 四隅 はよう よう 暗くな りて、 ものの 音 さ 



あるかな きかのお 通の 姿 も 黄昏の 色に 蔽 われつ。 炭火 

のじよう の 動く 時、 いかにして か 聞え つらむ。 

「ッゥ チャン。」 

とお 通 を 呼 ベリ。 

再 乙 

「ッゥ チャン。」 

とお 通 を 呼べり。 お 通 は 黙想の 夢より 覚めて、 声す 

る 方 を屹と 仰ぎぬ。 

「ッゥ チャン。」 

とまた 繰 返せり。 お 通 はう かう かと 立 起り て、 一 歩 

を 進め、 二 歩 を 行き、 椽 側に 3k で、 庭に 下り、 開け 忘 



その 時 既に 精神的 絶え 果 つべ かりし 玉の緒 を、 医療 

の 手に て 取 留められ、 活 くる ともなく、 死す にも あら 

で、 やや 二 ヶ月 を 過ぎつ る 後、 一日 重隆 のお 通 を 強い 

て、 ともに 近郊に 散策し つ。 

小高き 丘に 上りし ほどに、 ふと 足下に 平地 ありて 

こうぼう 

広 袤 一 円 十 町 余、 その 一 端に は 新しき 十字架 ありて 建 

てる を 見たり。 

お 通 は 見る 眼 も 浅ましき に、 良人 は 予 め 用意 やし 

しょう ぎ 

けむ、 従卒に 持って来させし、 床几 を そこに 押 並べて、 

あえてお 通 を 抑留して、 見る目 を 避く る を 許さ ざり き。 

きゅう-か 

武歩 たちまち 丘 下に 起り て、 一 中隊の 兵員 あり。 



動かさ ざり し。 

しょうえん う 

銃殺 全く 執行され て、 硝烟の 香の 失せた るまで、 尉 

官は 始終お 通の 挙動に 細かく 注目した りけ るが、 心地 

よ ひげ ひね 

好げ に髯を 捻りて、 

「勝手に 節操 を 破って みろ。」 

と 片頰に 微笑 を 含みて き。 お 通 は その 時 蒼くな りて、 

「もう、 破ろう にも 破られません。 しかし 死、 死ぬ こ 

なんどき 

と は 何時でも。」 

尉官 は - れを 聞き も あえず、 

と 激しく いいす くめつ。 お 通の 首の 低る る を 見て、 



薄 原 より 丈 高き 人物 顕れ たり。 

かつ ぼ た ち ど ま 

潤 歩 埋葬地の 間 をよ ぎりて、 ふと 立 停る と 見えけ る 

が、 つかつかと 歩 をう つして、 謙 三郎の 墓に 達り、 足 

を あげて ハタと 蹴り、 カッパと 唾 を はき かけた る、 傍 

若 無人の 振舞の 手に 取る ごとく 見 ゆるに ぞ、 意気 激昂 

して 煙り も 立たん ず、 お 通 はいかで 堪 うべき。 

a 寄る 婦人の 跫 音に、 かの 人物 は 振 返りぬ。 これ ぞ 

近 藤重隆 なりけ る。 

渠は 旅団の 留守な りし、 いま 山 狩の 帰途な り。 ハタ 

と 面 を 合せる 時、 相隔る こと 三十 歩、 お 通が その 時の 

す さ 

形相 はいかに 凄まじき ものな りし ぞ 尉官 は 思わず 絶叫 



して、 

「殺す！ 吾 を、 殺す※ 〔# 感嘆符 三つ、 214-10〕」 

というより はやく、 弾 装した る 猫 銃 を、 戦きながら 

差 向けつ。 

矢 や 銃弾 も 中ら ば こそ、 轟然 一 射、 銃声の、 雲 を 破 

あ つ 

りて 響く と 同時に、 尉官 は 苦と 叫ぶ と 見えし、 お 通が 

鬍を 両手に 摑 みて、 両々 動かざる もの 十分 時、 ひとし 

く 地上に 重 り 伏せし が、 一 束の 黒髪 は そのまま 遂に 

起た ざり し、 尉官が 両の手に 残りて、 ひょろひょろと 

立 上れる、 お 通の 口 は 喰 破れる 良人の 咽喉の 血に 染め 

リ。 渠は その 血 を 拭わん ともせで、 一足、 二足、 三 足 



ばかり、 謙 三郎の 墓に 居 寄りつつ、 裏 がれた る 声い と 

「謙さん。」 

といえるが まま、 が ッくリ 横に 僵れ たり。 

かたえ 

月 青く、 山 黒く、 白き もの あり、 空 を 飛びて、 傍の 

とど ね 

枝に 羽音 を 留めつ。 葉 を 吹く 風の 音に つれて、 

「ッゥ チャン、 ッゥ チャン、 ッゥ チャン。」 

こだま 

と 二た び 三た び、 欲 を 返して、 琵琶 はしき りに 名 を 

呼べり。 琵琶 はしき りに 名 を 呼べり。 

明治 二十 九 ( 一 八 九 六) 年 一 月 



底本： 「泉 鏡 花 集成 2」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996 (平成 8) 年 4 月 M 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 " 「鏡 花 全集 別卷」 岩波 書店 

1976 (昭和^-) 年 3 月^日 発行 

初出 ： 「国民 之 友」 

1896 (明治 g-) 年 ー 月 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 土屋隆 

2 006 年 7 月 3 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



